ずから 科学者と 共通点 を 見出す 事が 出来ても よい 訳で 

ある。 

新しい 目で 自然 を 見る という 事 は 存外 六 かしい 事で 

ある。 吾人 は 生れ 落ちて 以来 馴れ 切って いる 周囲に 対 

きわ n ンヴ ェンシ ョナル 

して、 ちゃんと 定まった、 しかも 極めて 便宜 的 な 型 

や 公式ば かり を 当て 3i めて いる。 朝起きて 顔 を 洗う 

金盥 の 置き 方から、 夜 寝る 時の 寝 衣の 袖の 通し 方まで、 

無意識な 定型 を 繰返して いる 吾人の 眼 は、 如何に 或る 

意味で 憐れな 融通の きかきぬ ものである かとい う 事 を 

知る ための、 一 つの 面白い、 しかも 極めて 簡単な 実験 

は、 頭 を 倒に して 股間から 見馴れた 平凡な 景色 を靦 



L ん ぼん 

きの 粉本 を そのまま 紙 布の 上に 投影して その上 を 機械 

的に 筆で 塗って 行った ものと しか 思われなかった。 ぺ 

ンキ屋 が 看板の 文字 を 書く ように それ は どこから 筆 を 

起して どういう 方向に 運んで 行っても 没交渉な ものの 

ように 見えた。 たまに は 複製で ない 本当の 原本と 思 

われる 絵 を 見出して 愉快 を 感じる 事 もあった が、 やや 

も すれば その 独創的な 点が もう そろそろ 一 種の 安心し 

たような、 これでい いといつ たような おさまり 方に 変 

化する の を 認めて 失望した。 どうかし てもう 少し 迷つ 

ている 画家のお さまらぬ 作品に 接したい と 希望して い 

た。 そうして 偶然に 逢着した のが 津田 君であった。 



れと 同じような ものである らしい。 出来るだけ 伝統的 

の 型 を 離れる に は 一 度 あらゆる もの を 破壊し 投棄して 

そう ま い じだ い 

原始的の 草昧 時代に 帰り、 原始人の 眼 を もって 自然 を 

見る 事が 必要で ある。 こういう 主張 は 実は 単なる 言詞 

として は 決して 新しい ものではないだろう が、 日本画 

家で 実際に y J の 点に 努力し 実行し つ つ ある 人が 幾人 あ 

ると いう 事が 問題で ある。 

原始的 無技巧と いう 点で は 野蛮人の 絵 や 子供の 絵 は 

最も 代表的の ものであろう。 彼等の 絵 は 概念的 抽象的 

あるいは むしろ 科学的な ものである。 しかし ァカデ 

ミックな 芸術に 食傷した ものの 眼に は 不思議な 慰安と 



かりが 批評で も あるまい。 少しで も 不満 を 感ずる よう 

な 点が あるく らいなら ば 始めから このような 畑違いの 

もの を 書く 気に はなり 得な か つたに 相違ない。 

津田 君の 画 はま だ 要するに X である。 何時 如何なる 

辺に 赴く か は 津田君 自身に もお そらく 分らないだろう。 

しかし その 出発 原点と 大体の 加速度の 方向と が 同 君と 

して 最も 適切な ところに 嵌って いる 事 は 疑い もない 事 

である。 そして 既に 現在の 作品が 群 を 抜いた 立派な も 

ので ある 事 も 確かで ある。 それで 自分 は 特別な 興味と 

期待と 同情と を もって 同 君の 将来に 嘱目して いる。 そ 

して 何時までも 安心したり おさまった りする 事な しに、 



何時までも 迷って 煩悶して 進んで 行く 事 を 祈る もので 

ある。 芸術の 世界に 限らず 科学の 世界で も 何 か 新しい 

事 を 始めよう とする 人に 対する 世間の 軽侮、 冷笑ない 

し 迫害 は、 往々 にして 勇気 を 沮喪 させたがる もので あ 

る。 しかし 自分の 知っている 津田 君に はそんな 事 は あ 

るまい と 思う。 かって 日露 戦役に 従って あらゆる 痛苦 

と 欠乏に 堪えた 時の 話 を 同 君の 口から 聞かされてから 

以来 はこうい う 心配 は 先ず ある ま いと 信ずる ように 

なった ので ある。 

(大正 七 年 八月 『中央 公論』) 
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